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＜連絡事項＞

・３/２０(月)、カンファレンスでの緊急時の対応についての勉強会の際に吸引掃除機を使用したところ、掃除機の吸引力が弱く、修理伝表を出していましたが、本日、新しい吸引掃除機と交換しています。吸引掃除機設置場に置いてあるので、緊急時の際に設置場所から持っていき使用してください。

・定時報告ですが、8：00には定時報告をする為、7：50までに定時連絡をするようにしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・種本　福松様～３/２５(土)面会の際に、娘様と本人とソーシャルワーカーの下平さんとで退院後についての話し合いを行っています。娘様は退院後は「一緒に住めないが、一日置きには家に様子を見に行く」と話されています。様子を見に行くのであれば、本人の生活リズム等を崩したくない為、必ず一日置きに自宅に来るようにと伝えています。施設入所申し込みについては、申し込みに不安があるとのことで、病院側で申し込み用紙等を取り寄せることとなります。申し込みにあたり、必ず一度は施設にいかなければならない旨を説明しています。又、自宅でのサービスについての情報提供をし、当院訪問看護(２週間に１回)・南部町在宅看護支援センターの訪問について説明すると、本人・娘様から利用希望されています。病院側でサービスの調節を行っていく旨を伝えています。南部町在宅看護センターの方が退院療養計画の際に来てもらう事となっていますので、退院の日時が決まり次第、ソーシャルワーカーの下平さんに連絡を取ってもらってください。江刺家E.O.Oに報告し、許可をいただいています。

・駒木　学様～３/２５(土)に弟様と面会した際に、保護者がお母様である為、単独外出泊許可書を一度持って帰っていただき、記入後に当院に持っていただく事を伝えており、弟様も了解しています。

・高田　照男差様～３/２６(日)の主治医診察の際に、３/２７(月)に元奥様が退院の迎えに来ると話していますが、元奥様に確認したところ、退院の迎えではなく面会に行くとの事でした。本日、面会の際に、元奥様に今後のことについてどのように考えているのか確認したところ、「自分が入院すると言ったのだから、きちんと入院してほしい。どうしてもというなら勝手にすればいい」と話しています。本人は、「退院の考えは変わらない。自分の気持ち次第なんだ」と話しています。又、元奥様に主治医の治療方針について、このまま治療の必要性を理解しないのであれば退院になる事を説明しています。

・土井　勝広様～本人・御家族から希望した時に面談が出来ないから主治医を変えてほしい事やアルコール依存症治療プログラムを１ヶ月半したからとの理由で退院についての訴えが聞かれており、主治医面談を希望され、４/３(月)11：00～主治医面談予定となっています。御家族の今後の希望を尋ねると「財産放棄の手続きがいたい」と話しているので、御家族に対し、本人に今後どのようになってもらいたいかを確認していきましょう。又、面会の際にスタッフが現在の状況を説明するも御家族は「落ち着いてきている」と話しています。今後は、御家族が本人をどのようにところで落ち着いていると考えているのか確認していきましょう。退院についての理由として、入院費や息子の生活費についての発言が聞かれている為、御家族に確認し、本人に治療に専念していただくよう伝えていきましょう。

・上野　千奈津様～入院時に持参薬（当院外来処方薬）ですが、３/２８(火)の就床前薬で切れる予定です。以下の内容が持参薬の処方です。

①リントン（0.75）2T

　　　　　　　　　　タスモリン（1）2T　　1×昼・夕

　　　　　　　　　　②ユーロジン（2）1T

　　　　　　　　　　　ドラール（15）1T

　　　　　　　　　　　パキシル（10）1T　　1×vds　　　４日分

３/２８(火)のリーダーのスタッフは、主治医に連絡をし、処方薬についての確認をしてください。

＜週間連絡＞

３/２７(月)…佐々木　香様　14：00～16：30外出予定

３/２８(火)…タオル漂白

　　　　　　 上野　千奈津様の持参薬が切れるので主治医に処方していただく。

３/２９(水)…皮膚科診察（東病棟）

　　　　　　 布施　邦夫様　9：00～13：00外出予定

　　　　　　 駒木　洋士様　背部の紛瘤箇所の抜糸予定

３/３１(金)…歯科診察

　　　　　　　診察予定者…板橋　雅勝様、石切　久様、宮本　建蔵様、本多　富美様

　　　　　　　　　　　　　駒木　学様　風穴　チエ様

　　　　　　　予約者…佐々木　康子様、中村　マス様、若松　澄子様

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・上野　千奈津様～被害的妄想が強く、自室にひきこもりがちな様子見られており、御家族の方が主治医に症状の様子に話した事に対し「裏切られた」と話しています。被害的妄想がある方なので、まずは休息を取っていただき、現実的な関わりをしていきましょう。声掛けの際は、自室に入っていくのではなく、自室から出てきた際に指示的言動にならないように声掛けをしていきましょう。又、スタッフの声掛けに対し拒否的傾向も見られますので、拒否された際は、時間を空けて再度声掛けをしたり、スタッフを代えて声掛け・促しをしていきましょう。

＜千葉Ｄｒ担当患者様診察情報＞

・佐藤　節子様～コレステロールが高いものの、体重が１～１.５kg減ってきています。データがよくなってきていることを伝え、今後、薬を使用せずに様子をみていく旨を説明しています。

・若松　澄子様～血糖値が先月より高く出ています。食前７時の採血でしたが、本人がすでに牛乳を飲んでいた為、時間を１１時にずらした為と考えられます。次回の採血の際は時間を守り、又、本人に採血までは飲食を控えるように伝えましょう。

・本多　富美様～生活習慣病の治療である食事療法と運動をやる事が入院治療の目的のスタートであることを再度伝え、体重を目標体重の７９kgまで減らすことを再確認しています。理解に乏しい発言・拒否が見られた際には、その都度、なぜ減量を行っているか・その必要性について伝えていきましょう。

・本田　英之様～主治医診察の際に、髪が跳ね上がっている事を指摘されています。又、歯科の他科受診について、医療機関に入院加療中の他の診察については、きちんと連絡しあって行われるものであり、個人で勝手にしてはいけないことを指導されています。本人は返事をするものの、本人を含め御家族にも再度説明していきましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム実施状況確認・評価＞

・土井　勝広様～１ヶ月間、内省を行ってきていますが、行動や言動にはつながっていない様子見られます。生活設計能力に乏しく、再飲酒を繰り返す傾向にあると考えられます。今後も継続して保護的環境での治療を行っていったほうがよいと考えられます。アルコール依存症治療プログラムとしては、今後、対人関係・問題発生時の対処の仕方についてのＳＳＴを行う予定としています。

・高田　照男様～アルコール依存症治療プログラムの際に、「自分は断酒についての必要性を理解したから、身体の治療に専念したい」と話しています。今回が当院初入院の為、３ヶ月のプログラムが終了してから退院になる旨を説明していきましょう。退院の希望の理由として「肝硬変の治療をやらないと自分は死ぬ」と話されていますが、３/２６(日)の主治医問診時の際に主治医から、今の治療で十分治ると説明を受けています。






















